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（２）被災地域境界基本三角測量 

基準点等成果簿写し 
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選点図、網図、観測図、平均図の作成要領 
（１）共通事項 

１）地籍図の図郭番号が確定している地区は、市町村内の図郭の名称、番号及び図郭の座標値 

（単位：km、表示：小数点以下２位）を記入する。 

①図郭が複数枚になる場合は、各図郭の右上隅にインデックスを記入する。 

②テープ等による注記の貼り付けは行わないこと。 

③選点図、網図、観測図、平均図については、PDF ファイルを作成し電子納品する。 

 

（２） 縮尺は、下表を標準とする。 

 

図名

 

測量区分 

選点図 網図 観測図 平均図 

被災地域境界基本三角点 1/25,000・1/10,000 または 1/5,000 

 

 

 
（３）被災地域境界基本三角点網図等に使用する記号等 
 １）被災地域境界基本三角点網図等に用いる記号は記号表を標準とし記載する。 

   また、GNSS法で決定した新点とGNSS法以外の法で決定した新点の区分及び線種等は、必要に応 

  じて着色し、凡例を記載するものとする。 

   なお、記号の大きさや線種の太さ等は網図等の縮尺に応じて変更することができる。 

 ２）簿冊の用紙サイズはA 4 またはA 3 を基本とするが、管理に適した大きさで作成することが 

  できる。 

 ３）国土調査法第19条 5項に指定された基準点を都市部官民境界基本測量の与点として使用した 

  場合は、選点図及び網図に測点名称、指定年月日を記載する。 

 

 

  



- 5 - 

被災地域境界基本三角点網図に使用する記号表 

区    分 
記   号  

記号の表示の方法 
 形状及び大きさ 

線幅及び線

色 
基本三角点・基準点（補助基準点

を除く。） 
 
 
基本多角点 
 
 
 
電子基準点 
 
 
 
補助基準点 
 
 
 
被災地域境界基本三角点 
 
 
 
認証済み地籍図根三角点（未認証

の既存の地籍図根三角点も同様と

する。） 
 
街区三角点 
 
 
 
街区多角点 
 
 
 
被災地域境界基本多角点 
 
 
 
認証済み地籍図根多角点（未認証

の既存の地籍図根多角点も同様と

する。） 
 
被災地域境界基本細部点 
 
 
 
認証済み地籍図根細部点（未認証

の既存の地籍図根細部点も同様と

する。） 
 
 
基本水準点・基準水準点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.2 
赤 
 
 

0.2 
赤 

 
 

0.2 
赤 

 
 

0.2 
赤 
 
 

0.2 
赤 

 
 

0.1 
黒 
 
 

0.1 
黒 
 
 

0.1 
黒 
 
 

0.2 
赤 
 
 

0.1 
黒 
 
 

0.2 
赤 
 
 

0.1 
黒 
 
 
 

0.2 
赤 

 0.2、1.0、3.5 等の数字は、それぞ

れ 0.2 ㎜、1.0 ㎜、3.5 ㎜等を表示す

るものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緑色に塗りつぶしで表示する。 
 
 
 
 
 
 
 
黒色に塗りつぶしで表示する。 
 
 
 
 
 
 
 
緑色に塗りつぶしで表示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
緑色に塗りつぶしで表示する。 
 
 

 
 

   

 

 

  

2.0

3.0

3.0

2.0

3.0

3.5

3.0

3.5
1.0
2.0

2.5

2.5

2.5

2.5

3.0

3.5

2.5

2.0

3.0

3.5

3.0

3.5



【機密
性２】

スライドタイトル

注１．選点図には、現況調査を行った図根点等を全て表示する。
注２．選点図には、現況調査時に得た変動量をベクトルにより向きと量で表示する。
注３．選点図には、ＧＮＳＳによる観測の可否を表示するとともにＧＮＳＳタワー高も記載する。

※ＧＮＳＳ観測可は、緑色の塗りつぶし、ＧＮＳＳ観測不可は、赤色の塗りつぶしとする。

平成28年度 熊本県○○第○地区
被災地域境界基本三角点（GNSS測量）選点図

SC：１／○○,○○○
ベクトルSC:１／１０

○○（15）

○○（三）

○○（5） ○○（三）

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○ ○○

○○○○

○○

○○

○○
○○（三）

○○（三）

○○（10）

○○（12）

○○（10）
○○（三）

○○（三）

○○（10）

○○（三）

○○（12）
○○（三）

○○（三）

○○（12）

○○（三）

凡 例

基本三角点

図根三角点

公共基準点

緑：観測可
赤：観測不可
黒：亡失・不明

○○（10）



- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 ○○○m

被災地域境界基本三角点平均図 
 

基本三角測量平均図 

調査区域名 
平成○○年度 ○○県○○市 

             ○○地区 

縮尺 １：○○○○○ 

実行機関名 株式会社○○○ 

承  認 

年  月 氏  名 

平成○○年○月 ○○ ○○  印 
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平成○○年度 ○○県○○町 
○○地区 
縮尺 １／○○○○ 

被災地域境界基本三角点 

観測図 
 

 



基準点写真の撮影について 
  
１．基準点及び基準点とその周囲の位置関係が明瞭にわかるようポール（２ｍ）を使用して

撮影を行うこと。  
    ・近景：標識の状況が判別できるように撮影する  
    ・遠景：周辺の状況が分かるように撮影する  
      ※２ｍポールが画面縦の２分の１または、３分の１くらいに写る程度が遠景 
  
２．撮影する写真には、基準点の等級、種類、名称、撮影日及び現況区分等を記載したボー

ドを同一画面に組み入れて撮影すること。  

 
３．撮影された写真には、作業員や通行人等の個人が特定できる情報（顔や名札等）が写り

込まないようにすること。  
  
４．基準点周辺で伐採を行う場合は、伐採状況が確認できるよう伐採の前後で写真を撮影す

ること。また、近景・遠景の撮影は伐採後に行うこと。  
  
５．写真撮影には、デジタルカメラを使用すること（携帯電話付属のカメラによる撮影は認

めない）。  
  
６．ファイル名の変更以外の修正及び編集等は一切認めない。編集等が確認された場合は再

撮影を命じる。なお、作業前にはカメラの日付設定を確実に行うこと。  
  
７．記録する写真の大きさは、写真の解像度（横縦比３：２で横 1500Pixel×縦 1000Pixel）
を標準とし、このサイズを満たす最小のサイズで撮影すること。 
なお、カメラの日付設定と同様に撮影サイズの設定についても、作業前に確実に行うこと。 
 
  ・近景、遠景 
     【近】点名_yyyymmdd_01.jpg    【遠】点名_yyyymmdd_02.jpg 

 
・遠景の撮影例 

 

（地籍図根三角点、２級基準点など） 
（Q１３、基－２など） 
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注１．器械高の測定単位及び測定要領は、㎜位の垂直高とする。 

注２．スタティック法及び短縮スタティック法による基線解析では、原則としてPCV補正を行う。 
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注１．サイクルスリップは自動編集とし、基線解析は自動解析で行う。 

注２．基線解析の結果はFIX解とする。 
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点検計算簿 
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○○○○ 
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注１．自動出力の場合は、仮定値及び成果値の点検は省略することができる。 

注２．許容範囲は、dS(m)=0.1+0.04× N 、dH(m)=0.25+0.045× N を目安とし、これを大

きく超過する場合は、監督員と協議を行うものとする。 

＊Ｎは辺数 
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○○○○ 



- 26 - 

 
 

  



- 27 - 

 
 

  



- 28 - 

 
 

  



- 29 - 

 
 

  



- 30 - 

 
 

  



- 31 - 

 
 

  



- 32 - 

 

点検測量 

 

点検測量 

○○○ 

○○○○ 

○○○○ ○○○○ 

○○○○ ○○○○ 

○○○ 

○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○

○○ ○○

○ ○○○ ○ ○○○ 

○○   ○○    ○○
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注１．比較点検計算は（点検値）－（採用値）とする。 

注２．点検測量手簿等の整理 

① 観測手簿等上部余白には点検測量と記載する。 

② 観測手簿等任意の箇所に比較点検結果を整理する。 

注３．点検測量の較差の許容範囲を超過した場合は、再測または観測点を追加して観測を行

うなど必要な処置を講じる。 

 

 
 

  

点検測量（点検結果）

基線（△△△）－（○○○） 

  セッション ＤX ＤY ＤＺ 

点検値 199C -309.985 -111.092 -197.881

採用値 197B -309.988 -111.090 -197.880

較差 DX  DY  DZ 0.003 -0.002 -0.001

較差 DN  DE  DU 0.001 -0.001 -0.003

許容範囲 DN  DE  DU 0.020 0.020 0.030
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被災地域境界基本三角点成果表 

○○年○○月○○日



【
機
密
性
２
】

ス
ラ
イ
ド
タ
イ
ト
ル

国
土
交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

地
籍
整
備
課

被
災
地
域
境
界
基
本
調
査



【
機
密
性
２
】
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被災地域境界基本三角測量精度管理表 

点検測量（点検結果） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

基線（△△△）－（○○○） 

  セッション ＤX ＤY ＤＺ 

点検値 199C -309.985 -111.092 -197.881

採用値 197B -309.988 -111.090 -197.880

較差 DX  DY  DZ 0.003 -0.002 -0.001

較差 DN  DE  DU 0.001 -0.001 -0.003

許容範囲 DN  DE  DU 0.020 0.020 0.030
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注１． 結線に視通がある場合は実線、無い場合は点線によるものとする。 

   （「視通がある」には偏心することにより直視できるものも含むものとする。） 

注２． 区画及び図郭枠の座標値の表示単位は、キロメートルを単位として、少数点以下第２位まで 

   表示する。 

注３． 旧区画を用いて地籍図を作成する場合は、新区画座標値を求め、キロメートルを単位として、 

   少数点以下第２位まで表示する。なお、この場合は、凡例欄に採用区画欄を設けて､｢旧区画｣ 

   と表示する。新区画の場合は、この表示を省くことができる。 

注４． 既設の図根点等を記載する場合は、使用しない既設点は省くことができる。  

被災地域境界基本三角点網図 
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注１．経路図は必要に応じて作成する。 

注２．選点手簿の記載は現地調査結果に基づき作成する。 

注３．標識の位置は恒久的な地物からの距離を記載する。 

注４．選点手簿の様式は基準点測量「点の記」でも可とする。 

注５．写真はイメージとする。 
  

被災地域境界基本三角点選点手簿 



　
点 の 記

万図名 １ 万図名ふ り が な 1/20 /2.5

点 名

選 点 番 号 第 号 埋標形式 （保護石 個）

標 識 番 号 第 号 柱 石 長

所 在 地
地 目

所 有 者

選 点 選 点 者

設 置 設 置 者

観 測 観 測 者

自動車到達地点

歩 道 状 況

徒歩時間(距離)

点周囲の状況

（ ）履 歴 １

（ ）履 歴 ２

アンテナ高 ｍ

備 考

1/要 図 縮尺：

Ｎ

用
紙
の
大
き
さ
は
Ａ
４
判
と
す
る
。
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２．参考資料 
　　　検定証明書等 
 

 

 

測量作業名   被災地域境界基本調査に伴う測量作業 
 
地 区 名  ○○県○○市○○地域 
 
測 量 種 別  被災地域境界基本測量 
 
作 業 量  ○．○○ｋ㎡ 
 
作業規程等名  被災地域境界基本調査作業規程（案） 
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（作業者が器械の点検を行ったときに、測量成果に添付するもの。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

TS測量機の点検確認書 

平成○○年○○月○○日

       ○○市地籍課 主査○○ ○○殿 

 

 

GPS測量機の点検確認書 
 

平成○○年○○月○○日 

       ○○市地籍課 主査○○ ○○殿 

 

○○測量設計株式会社 主任技師○○ ○○         

 

 

   下記の測量機器を検定した結果、都市部官民境界基本測量に適合する性能を有する 

  ことを確認しました。 

 

記 

 

   測量機：２級GPS 測量機（○○○ー○○○）          ４式 

        受信機番号 ：No. 000000, No. 000000 

                 No. 000000, No. 000000 

        １級TS（○○○ー○○○）                ２式 

        器械番号  ：No. 000000, No. 000000 

   検定年月日：平成○○年○○月○○日 

印 
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（プログラム作成者が点検を行ったときに、測量成果に添付するもの） 

 

 

 
 

  

 

プログラムの点検確認書 

平成○○年○○月○○日

○○市○○部○○課 主査 ○○ ○○ 殿 

○○測量設計株式会社    

主任技師 ○○ ○○    
 

 

印 

 
 

プログラムの点検確認書 
 

平成○○年○○月○○日 

○○市○○部○○課 主査 ○○ ○○ 殿 

○○測量設計株式会社     

主任技師 ○○ ○○     
 

下記のプログラムを検定した結果、準則、規定等に準拠 

し、計算結果は、正確であることを確認しました。 

記 

 

プログラムの名称 ＸＹ＆Ｈ綱平均 ○○○○○○ 

（○○○社 ○○○－○○○○ 

Ver.3.5 No.0000000を改良） 

改良の概要 1．観測データをＤＣから直接入力 

        2．計算値と制限値の照合・点検 

検定年月日 平成○○年○○月○○日 

備   考 ○○○○の指導と○○○○社システムの協力 

        を受けた。 

印 
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（中立機関の検定を受けたときに、測量成果に添付するもの） 

 

  

 

レベル検定証明書 
  

鋼巻尺検定証明書 
  

光波測距儀検定証明書 
 

 

セオドライト検定証明書 
  

トータルステーション検定証明書 

 

ＧＰＳ測量機検定証明書 
 

平成○○年○○月○○日        

 

    ○○株式会社           ○○○○ 

 

 

   検定要領に基づき検定した結果は、下記のとおり 

   性能を有することを証明します。 

 

記 
   
    

機種・番号 ○○社製○○○○ No.0000000 

検定年月日 平成○○年○○月○○日 

検定内容 機能状況 良好 精度検定 良好 

判定 ○級測量機に適合 

 

印 
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（中立機関の検定を受けたときに、測量成果に添付するもの。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

プログラムの検定証明書 

平成○○年○○月○○日    

    ○○測量設計株式会社 殿 
○○ ○○      

 

   下記の検定したことを証明します。 

 

記 

 

    検定番号  ： 第00000000号 

    検定年月日  ： 平成○○年○○月○○日 

    プログラム名： ＸＹ網及びＨ綱平均 

    使用目的     :  被災地域境界基本測量 

    制限条件     : 既知点＋新点 0000点以内 
 

印 
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（注）コピー提出可。 

（製造者の試験・検査を受けたときに、測量成果に添付するもの。） 

 

 

レベル検査試験成績書 
  

プリズム定数証明書 
  

ＧＰＳアンテナ定数証明書 

 

セオドライト検査成績書 
  

光波測距儀検査成績書 
  

ＧＰＳ測量機検査成績書 

No. 00000-000000000 

 

平成○○年○○月○○日発行 

 

 

トータルステーション検査成績書 
 

 

株式会社 ○○○○ 品質保証部 

 

下記のとおり点検調整を行い、検査に合格しました。 

 

器械名：トータル・ステーション○○○－○○  器械番号：No.000000 

機能 点検・調整・試験の結果 

全

体 

キースイッチ：機能点検 良 気泡管：分解・調整    良 

求心鏡：点検・調整    良 回転軸：給油・調整    良 

水平目盛盤：基盤点検   良 鉛直目盛盤：基盤点検  良 

測 

距 
ＣＡＬ 点検調整   良 ＲＸ：基盤点検調整     良 

周波数 試験測定  良 コリメーション：点検・調整 良 

実測試験 ３方向、３対回、２セット、すべて制限内、良 

器械定数 プリズム＝－30mm 器械＝30mm、総合＝０mm 

距離精度 ±１mm以内 気象補正 ±0.1mm以内全 
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（製造者の試験・検査を受けたときに、測量成果に添付するもの。） 

 

 

 

 

 

No. 00000･000000000 

 

平成○○年○○月○○日発行 

 

プログラム検査成績書 
 

 

 

株式会社 ○○○○ システム部 

 

No. 00000･000000000 

 

平成○○年○○月○○日発行 

 

プログラム検査成績書 
 

 

 

株式会社 ○○○○ システム部 

 
    下記のとおり試験を行い、検査に合格しました。 

 

記 

 

    プログラム名：○○○○○－○○ Ver.3.2 

 

    計 算 名：ＸＹ＆Ｈ綱平均計算（Ｈ10. 04. 01 開発） 

 

    販 売 番 号：No.000000 

 

    準拠規程等：被災地域境界基本調査作業規程準則 

 

    試 験 結 果：すべての計算は、正確。試験計算の詳 
             細は、取り扱い説明書の巻末に記載。 
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